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　問題を解決するために必要な情報
について考えます。
「 5分後のＡさん、Ｂさんが、どこ
にいるかをグラフから読み取ればい
いんだね。」
「でも、このグラフ（左側）では目盛
りがないからよくわからないね。」
「時間と距離の数値が必要だね。」

　子ども一人ひとりが
情報をもとに、考えた
ことを友達と話し合い
ながら比べたり、整理
したりします。

　教員は、子どもたち
の学びが深まるように
わかりやすく板書した
り、ポイントを絞って
発問したりします。

　練習問題に取り組み、授
業で学んだことを他の場面
で活用できるようにします。

　話合いを通して学んだこ
とを生かして、自分の考え
をもう一度見直し、まとめ
ます。

中学校1年生　数学科 小学校3年生　国語科 中学校1年生　数学科

小学校3年生　国語科

問題１：学校から東に向かって出発したAさんとBさんが
　　　　5分後に離れている距離を求めなさい。
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県内の公立学校では、子どもたちの「学ぶ力」向上に向けて、「読み解く力」の育成に重点をおいた取組を進めています。
昨年度は、授業づくりに関わる研修や研究に取り組み、その成果や取組方法などを県内の教員と共有しました。
今年度は、「読み解く力」の視点を踏まえた授業を一層進めていきます。
「読み解く力」3つのプロセス

必要な情報を確かに取り出す 情報を比較し、関連付けて整理する 自分なりに解決し、知識を再構築する

子ども・青少年局　☎077-528-3553問合せ先 特別支援教育課　☎077-528-4643問合せ先

幼小中教育課　☎077-528-4662問合せ先

幼児教育

学ぶ力向上

幼児期は、「生きる力」の基礎を育てる重要な時期です。

　ゆるぎない親子の信頼関係を心の基地に、外の世界に目を向ける 1歳から 3歳。もう
一人の自分と心で対話をはじめる 4歳から 6歳。新しいステージに踏み出すお子さん
から、真剣に話しを聞き、子どもの気持ちに寄り添った言葉がけをしてあげましょ
う。それが自信と意欲の原動力となります。

　五感で生きる 1歳、自我の芽生えと充実の 2歳 3歳、挑戦の 4歳、満足の 5歳、そし
て思考と創造に満ちた 6歳という成長の道筋が見えます。

　肢体不自由や発達障害等のある生徒が通う学校で
は、特に支援が必要な生徒を支援員がサポートしてい
ます。
　支援員は、教室移動時の支援や授業に集中できない
生徒への言葉がけなどの学習支援等、生徒の障害特性
に応じた支援を行っています。また、体育祭等の学校
行事において、集団活動に入りづらい生徒への言葉が
けや見守りによる支援も行っています。

　発達障害等の生徒を支援できるように、特別支援教育の経験豊富な指導員
を派遣し、教員の指導力向上や、個別の教育支援計画等の作成や活用の促進

に取り組んでいます。
　指導員が生徒に関わる教員の理解促進と、支援
や指導方法のスキルアップを目指した指導や助言
を行うことで、学校からは、「支援を必要とする
生徒に対する指導方法が整理できた」、「指導員に
よるアドバイスのおかげで、関係機関との連携が
進んだ」などの声を聞いています。

　障害のある幼児児童生徒一人ひとりの状
況を正確に把握し、乳幼児期から学校卒業
まで的確で継続した支援を行うために作成
します。本計画は、教育だけでなく、福祉
や医療、労働等、幼児児童生徒に関わる
様々な機関と連携して作成します。

高等学校への特別支援教育支援員の配置

高等学校への特別支援教育巡回指導員の派遣

個別の教育支援計画とは…

おおきくなるっていうことは
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…おおきくなるっていうことは　おもしろいことが
　どんどんみつけられるってこと…
…おおきくなるっていうことは　おもしろいことが
　どんどんみつけられるってこと…

入園入学を迎えたご家庭で読んであげて欲しい絵本入園入学を迎えたご家庭で読んであげて欲しい絵本

子どものつぶやきは心の原石子どものつぶやきは心の原石
1つの時は　何もかも初めてだった　2つの時は　僕はまるっきり新米だった
3つの時は　僕はやっと僕になった　4つの時は　僕は大きくなりたかった
5つの時は　何から何まで面白かった　今は6つで
僕はありったけ　お利口です　だから　いつまでも　6つで居たいと思います
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ．Ａ．ミルン　『くまのプーさんとぼく』より

あのね、
パパ★給食まだ食べてはるけど「おそいなー」っていったら

　あかんよ。だって今日Ｕちゃんコンコンしてはるからな。
　（4歳男児）

★おねしょをした朝、あーあ、いっぱい汗かいちゃった。（3歳女児）

★結婚式のブローチを銀杏の葉っぱで作っている。
　誰と結婚するの？
　今はＳちゃん大きくなったらＲせんせい！（5歳男児）

昨年度の研究より
（教員の声）

　「読み解く力」を意識して、子どもたちが
「取り組みたい」と思う課題を設定したり、
グループ学習を効果的に位置付けたりする
ことで、子どもたち自身が成長を実感する
ことができました。

　子どもたちが学習に対する目的意
識をもつことで、必要な情報を取り
出すために真剣に教材と向きあい、
自分の考えを深めることができてい
ました。

　一人では難しかった課題を、友達とのや
りとりを通して解決する経験を繰り返すこ
とで、学習後の振り返りに「自分たちで学
習をつくっている」という言葉が見られる
ようになりました。

　友達の意見を聞いて、
もやもやしていた自分の
考えがまとまりました。

　問題の状況をグラフや式
と関連付けて考えると…。

「読み解く力」

障害等により学びにくさのある生徒が、
安心・安全に、充実した学校生活を
送れるように、様々な取組を行っています。

障害等により学びにくさのある生徒が、
安心・安全に、充実した学校生活を
送れるように、様々な取組を行っています。

高等学校特別支援教育推進事業
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の
子
ど
も
は
物
心
つ
く
頃
か
ら
人
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知
り
で
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家
族
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は
あ
い
さ
つ
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で
き
る
の
に
、
幼
稚
園
の
友
だ
ち
や
近
所
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人
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出
会
っ
た
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な
ど
に

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
あ
い
さ
つ
は
い
つ
で
も
し
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い
と
い
け
な
い
よ
。」

と
話
し
て
も
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　子
ど
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が
小
学
一
年
生
の
頃
、
子
ど
も
と
出
か
け
た
あ
る
日
曜
日
の
朝

に
、
散
歩
中
の
お
じ
い
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
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方
は
杖
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つ
い
て
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た
ち
の
前
を
ゆ
っ
く
り
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い
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い
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た
。
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お
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ま
り
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い
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す
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と
あ
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た
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お
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よ
う
ご
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い
ま
す
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
の
後
の
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
の
言
葉

が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、
じ
わ
っ
と
心
が
温
か
く
な
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。
子
ど
も
も
、「
お
じ
い
さ
ん
、『
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
』
や
て
。」

と
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
言
い
ま
し
た
。
私
は
、「
何
か
感
じ
て
く
れ

た
の
か
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
の
後
も
、
私
と
子
ど
も
が
出
か
け
る
時

に
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
と
何
度
か
出
会
う
こ

と
が
あ
り
ま
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た
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け
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今
日
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く
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い
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え
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ま
し
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　さ
ら
に
そ
の
後
、「
外
で
遊
ん
で
た
ら
あ
の
お
じ
い
さ
ん
に
出
会
っ
た

よ
。」
と
言
う
の
で
、「
何
か
し
ゃ
べ
っ
た
の
？
」
と
聞
く
と
、「『
こ
ん
に

ち
は
。
い
つ
も
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。』
っ
て
言
っ
た
よ
。」

と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
近
所
の
方
か
ら
も
「
最
近
元
気
に
あ

い
さ
つ
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
い
わ
あ
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
あ
れ
だ
け
人
見
知
り
だ
っ
た
子
ど
も
の
変
化
に
驚
き
ま
し
た
。

　私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
両
親
が
共
働
き
だ
っ
た
た
め
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

子
で
育
ち
ま
し
た
。
朝
、
学
校
へ
向
か
っ
て
家
を
出
る
時
「
行
っ
て
き
ま

す
。」
と
言
う
と
、
い
つ
も
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
お
早
う
お
帰
り
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
は
「
気
を
つ
け
て
元
気
に
帰

っ
て
く
る
ん
だ
よ
。」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
家
を
出
て
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
か
ら
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
お
帰
り
な
さ
い
。」
な
ど
、
気
楽
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
子
ど
も
も
き
っ
と
近
所
で
出
会
う
お
じ
い
さ
ん
か
ら
、
言

葉
だ
け
で
は
な
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も
り
を
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　地
域
に
は
高
齢
の
方
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
子
ど
も
は
育
っ
て

い
く
の
だ
と
今
回
の
で
き
ご
と
で
感
じ
ま
し
た
。
大
人
も
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
昨
今
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
小
さ
な
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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高等学校等の修学にかかる
支援制度をご案内します

高等学校等の修学にかかる
支援制度をご案内します学年のスタートは

期待と不安でドキドキ
学年のスタートは

期待と不安でドキドキ
　新学期が始まりました。子どもたちは新しい
環境への期待や希望に胸ふくらませながらも、
不安や焦りを感じています。不安の感じ方は子
どもによって違います。「学校に行きにくい」
というかたちで表してくる子どももいます。
　今回は、この時期に気をつけたい子どもたち
の様子と対応の一例を紹介します。

高等学校等定時制課程および通信制課程修学奨励金………高校教育課　☎077-528-4587
私立高等学校等特別修学補助金…………………私学・県立大学振興課　☎077-528-3271
滋賀県看護職員修学資金………………………………………医療政策課　☎077-526-8188
滋賀県保育士修学資金……………………………滋賀県社会福祉協議会　☎077-567-3958

その他の支援制度は下記までお問い合わせください

不登校は早めに気づき、早めに対応し、相談することが大切です

　高等学校等の修学に利用できる支援制度のうち、主に滋賀県が実施す
る制度の概要を掲載しています。ご利用の際は、各取扱機関にご相談く
ださい。（掲載内容は、今後変更される場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。）
　こちらに掲載しているほかにも、お住まいの市町、各種団体、学校法
人等が独自に支援制度を設けている場合があります。

●仲の良い友達と違う学校やクラスになり、話し相手がいない。
　わからないことを聞ける人がいない。
●学習の質や量が変わり、進み方も速くなるため、思うような点数が取れない。
　提出日までに課題が仕上がらない。
●学校、クラスの雰囲気や学習の仕方などの変化に慣れるのに、時間がかかる。
●新しい環境になじもうとして、がんばりすぎてしまう。

滋賀県心の教育相談センター　☎077-586-8125問合せ先

迷われたときは滋賀県心の教育相談センターに気軽にご相談ください。
具体的な関わり方や相談の仕方を一緒に考えます。

どんなふうに
接すればいいの？

適切な支援の
方法って？

学校にどのように
相談したらいいの？

1学期に見られやすい不登校のきっかけ1学期に見られやすい不登校のきっかけ

●朝、起きにくい。起こしても起きてこない。
●学校に行く前に腹痛や頭痛を訴えるが、休むと元気にしている。
●口数が減る、食欲がなくなる、部屋にこもりがちになる。
●学校や勉強の話題を嫌がる。会話を避けるようになる。

こんな様子が見られたら、それはサインかもこんな様子が見られたら、それはサインかも

●お子様の様子をよく見聞きしてあげてください。不安や焦りをことばや態度、体の不調で表し
ている場合もあります。まずは、その気持ちを受け止め、じっくり話を聞いてあげましょう。

●そのうえで、適切な支援方法を考えましょう。強制は逆効果になることがあります。
●体の不調が続くときには、医療にかかることも大切です。
●休んでいても、生活リズムが崩れないように、家事や趣味、家庭学習など日中の
　活動を作りましょう。外出や運動もお勧めです。
●なるべく早く、学校の先生やスクールカウンセラー、関係機関に相談しましょう。

このようなときには…このようなときには…

生涯学習課　☎077-528-4651問合せ先
検索におねっとhttps://www.nionet.jp/

『おすすめ本』『おすすめ本』

子ども読書啓発冊子「本がいっぱいシリーズ」からの抜粋です。
もっといろんな本が知りたい方は『におねっと』でデジタル版を
配信しています。ぜひご覧ください。

「のはらうたⅠ」
くどう なおこ と のはら みんな 著

童話屋

今回の ほんがいっぱい

たのしさいっぱい

ほんがいっぱい

たのしさいっぱい

はる、なつ、あき、ふゆ、
のはらむらをさんぽしていると、
のはらむらのみんながしゃべります。
いろんなおもいがうたになりました。

勉強がんばるぞ！

友達を作ろう！

SOS

このシリーズは
ⅠからⅤまであります。

みんなで
読んでみてね。


